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ブループラネット賞表彰式典にてお言葉を述べられる秋篠宮殿下 中央： ダニエル・H・ジャンゼン教授
 右  ： ロドリゴ・ガメス・ロボ博士

田中理事長とハーマン・
デイリー教授

田中鐵二理事長の主催者挨拶に引き続き，林良博選考委
員長より各受賞者の紹介がなされ，その後，理事長より受
賞者への贈賞が行われました。
秋篠宮殿下からお言葉を賜った後，安倍晋三内閣総理大
臣のご祝辞が立岡恒良経済産業事務次官から披露されまし
た。受賞者の国を代表して，ジェイソン・P・ハイランド在
日米国大使館首席公使ならびにリリアン・ロドリゲス・ヒメ
ネス在日コスタリカ大使館臨時代理大使がそれぞれご祝辞
を述べられました。それぞれのご祝辞では，各受賞者の地
球環境問題に対する熱意と業績が讃えられました。
式典に引き続いて行われた祝賀パーティーは，ご来賓
の方々からの祝福で和やかな雰囲気に包まれました。デイ
リー教授とジャンゼン教授，ロドリゴ・ガメス・ロボ博士
（コスタリカ生物多様性研究所代表）の周りにはたくさんの
方々が集い，優れた業績を讃える言葉が述べられました。

平成 26年度（第 23 回）ブループラネット賞の表彰式典が
平成 26年 11 月 12 日，パレスホテル東京において開催され
ました。本年度の受賞者は，米国のハーマン・デイリー教
授と，米国のダニエル・H・ジャンゼン教授およびコスタリ
カ生物多様性研究所です。
デイリー教授は“定常状態の経済学”をサステイナビリ
ティーの理念をもとに再定義し，エコロジー経済学の礎を
築きました。自然を顧みず破壊する経済成長に偏重しがち
な世界に警鐘を鳴らし大きな影響を与えてきました。ジャ
ンゼン教授とコスタリカ生物多様性研究所は，社会と自然
環境を調和・共存させ，持続可能な開発の諸政策を提言し，
生物多様性の保全と環境教育を推進してきました。これら
は，先進国，途上国を問わず世界の国々にとって貴重で学
ぶ価値のあるロールモデルになっています。
表彰式典には秋篠宮同妃両殿下のご臨席を賜り，各国大
使をはじめ，政官界，学界，経済界を代表する数多くのご
来賓にお集まりいただきました。

平成 26 年度（第 23 回）ブループラネット賞
表彰式典並びに祝賀パーティー

2015 年1月
第 48 号

〒 102-0081　東京都千代田区四番町 5-3　サイエンスプラザ 2階
TEL （03）5275-0620　FAX （03）5275-0871

URL  http://www.af-info.or.jp
E-MAIL  post@af-info.or.jp

2013年度採択  環境研究プログラム
課題名：里山林の健康回復と生態系安定化のための生理学的研究   
助成金受領者：神戸大学 大学院農学研究科 教授 黒田 慶子

  （助成総額 600 万円，助成期間 3 年間）

ナラ枯れという樹木の病気をご存知でしょうか。近年，里山のナラ類，カシ類などドング
リのなる木 (ブナ科のブナ属を除く樹木) に集団的に
発生しています。この病気は，カシノナガキクイムシ
という体長 5 mmほどの養菌性甲虫が生きている樹木の幹に穿孔し，病原菌
がその孔道 (甲虫の掘ったトンネル) の中で繁殖することで起こります。
感染木では過剰な防御反応が起きて木部樹液流が停止し，夏季に葉が赤く

なって枯れるので，被害は遠くからでも目立ちます。日本の里山ではこの半
世紀の間に薪炭材などを目的とした伝統的な伐採が行われなくなり，高齢の
樹木が増えたことと被害増加には深い関係があることがわかっています。病
気を運ぶカシノナガキクイムシは元々日本の里山生態系の一部なのですが，
里山林の樹齢構成が変化したことによって，枯死被害とともに害虫としてク
ローズアップされたといえるでしょう。
本研究では，単にナラ枯れの防除という視点ではなくて，発病の促進要因

や阻害要因を生理学的に明らかにした上で被害軽減を図ろうとしています。
また，こうした研究を通じて，健康な森林を維持再生していく手法を地域に
提案していこうと考えています。森林の維持管理は人々の生活形態にかかわ
る幅広い問題です。本研究では，自治体や森林所有者・住民と一緒に，解決
に向けた取組みを，兵庫県篠山市で実践しています。

生理学的測定対象木のアベマキが新たに穿孔さ
れ，枯死寸前となった状態 (楊枝を刺して孔道
の数をカウントしているところ)

助成研究便り

環境危機時計®を通した環境意識の拡大を目指し，特に若い世代を主なターゲット
としたシリーズものの冊子を継続して刊行しています。ぐりんとウッドンの冒険の旅
を読むことで，地球に起こっている環境問題がわかるようなストーリーになってい
ます。当財団評議員の今井通子先
生にもキャラクターとしてご登場
いただいています。
コミックは，当財団ホームページ
からご覧いただけます。
コミック冊子をご希望の方は，お
送りいたします。当財団ホームページ
（http://www.af-info.or.jp）のお申込み
フォームからご応募ください。

― 環境危機時計® オリジナルキャラクターコミック ―
ぐりんとウッドンの水の王国だいぼうけん１～８

　当財団では，ブループラネット賞の20周年を迎える
にあたり，地球環境問題の解決への道筋がなかなか見
出されない現状に対して歴代受賞者がどのような考え
を持っていらっしゃるのかについて伺うプロジェクト
を2010年頃から開始しました。非公式な対話と協議か
らスタートした結果が2012年に具体化し，“ブループラ
ネット賞受賞者による地球環境の改善に向けた共同論
文”の執筆の呼びかけに多くの受賞者から参加の賛同を
得る事が出来ました。
　その後，ロンドンの国際環境開発研究所（IIED）本
部に受賞者有志が集い，熱のこもった議論を重ねて環境
問題への提言をまとめた論文がこのほど完成しました。
この論文は同年にナイロビで行われたUNEP管理理事
会特別会合やロンドンで世界中の多くの気鋭の学者や関
係者を集め開かれた環境関連学会の国際的統合会合であ
るPlanet Under Pressureにて発表され反響を呼びまし
た。更にはRio＋20やIUCNコングレスにおいても論文
が紹介され，多くの注目を集めました。
　今般，東大出版会よりEnvironment and Development Challenges; The Imperative to Actとし
て，また日本語訳も松下和夫京都大学名誉教授の監修にて『環境と開発への提言　知と活動の連携
に向けて』のタイトルで出版される予定です。　
　本書の出版により，ブループラネット賞受賞者達の人類への真摯な提言をより多くの人々に届け

ることで，真の持続可能な世界の構築に向けて，将来の
世代へ“かけがえのない自然”が大事に継承されること
を願っています。

☞ この共同論文については，下記のご案内ならびに当財団
のホームページ [トップページ右側のバナー] をご参照くだ
さい。

>> 近 刊 予 告 <<
『環境と開発への提言：知と活動の連携に向けて』
　　発行予定日：2015年 3月上旬
　　定価：3,456円（本体 3,200円＋税）

Environment and Development Challenges
The Imperative to Act

　　発行予定日：2015年 3月下旬
　　定価：未定

◎ お問い合わせ先 ◎
一般財団法人 東京大学出版会 販売部

TEL.03-6407-1069／ FAX.03-6407-1991

ブループラネット賞受賞者提言論文出版
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夫妻は ACG の設立・生態系保全に尽力。
修復・再生が進んだこの地域内の国立公園
などが 1999 年にユネスコの世界遺産に登
録された

ハーマン・デイリー教授
ハーマン・デイリー教授は，人間社会や経済
の土台となる大切な自然を顧みない経済はいず
れ破綻すると考え，持続可能な社会実現の為の
新たな経済学の必要性を説いた重要な先駆者
として著名です。教授は〝定常状態の経済学″
をベースとして自然・環境を取り入れたエコロ
ジー経済学の礎を築かれ，さらには経済成長に
偏重しがちな世界に警鐘を鳴らして来られまし
た。教授は 〝経済成長は人類の幸せに繋がって
いるか″を問われ，今まで経済学分野で殆ど議
論の無かった〝生活の質，倫理性″といった新
たな価値観をとりいれて，エコロジー経済学を
進化させてこられました。また教授は，エコロ
ジー経済学誌を共同創刊して活発な議論を促
し，また国際エコロジー経済学会，世界銀行，
大学教育を通じて多くの人々へ影響を与え，ま
た多数の人材の輩出に尽力され，比類無き功績
を残されてきました。

ダニエル・H・ジャンゼン教授と
コスタリカ生物多様性研究所
ジャンゼン教授と共同研究者で奥様でもある
ホールワックス博士，コスタリカ生物多様性研
究所（INBio）は，協力し合いながらコスタリカ
の熱帯乾燥林や熱帯雨林の再生と生物多様性保
全に世界的に傑出した素晴らしい成果をあげ
てこられました。ジャンゼン教授が導入・実証
したＤＮＡバーコーディングや，INBio による
３百万を超える生物標本の収集・同定，その情
報の利用のためのツールの開発・活用の実績が
広く認められ，熱帯の壊れやすい自然を再生・
保全する持続可能な開発の世界的なモデルと
なっています。さらに地域や社会に根付いた環
境教育や，生物資源の中から有用な遺伝子資源
を探し出し利用に供するバイオプロスペクティ
ング等の国際的な商業協力にまで及ぶ幅広い活
動は，今や世界の研究者や環境保全活動家のイ
ンスピレーションの源となっており，今後も一
層の活躍が期待されています。

贈賞理由
林 良博
選考委員長

1988年，
世界銀行の
シニア・エコ
ノミストに
就任

ロバート・コスタンザ博士と「国際エ
コロジー経済学会」を創設，現在も
活発な議論を展開している

1967 年 博 士
号を取得しル
イジアナ州立
大学で教鞭を
取る

人間社会の科学
的探究に関心を抱
き，ライス大学で
経済学を専攻。大
学院では持続可
能な経済の研究
に専念した

エコロジー経済学の原点となった「ハーマ
ン・デイリーの三原則」や「ハーマン・デ
イリーのピラミッド」を提示し経済成長は
人類の幸せに繋がっているかを問い続け
ている

夫妻は ACG の設立・生態系保全に尽力。
1994 年からはメリーランド大学
公共政策研究学部の名誉教授と
して後進の育成に励んでいる

夫人のホールワックス博
士と共同研究を続けてお
り，1年の半分はコスタ
リカのグアナカステ保全
地域（ACG) で過ごし研
究に専念している

INBio は 300 万を超え
る標本を保有。その情
報はDNAバーコーディ
ングという手法でデー
タベース化，無料公開
している

1965 年カリフォ
ルニア大学で昆虫
学の博士号を取
得，現在はペンシ
ルベニア大学で保
全生物学を教えて
いる

1989 年 INBio 創設，教授夫妻も一翼を
担っている

1988年，
世界銀行の
シニア・エコ
ノミストに
就任

1967 年 博 士
号を取得しル
イジアナ州立
大学で教鞭を
取る

自然に学び，自然の恵みを育み，持続可能な社会へ。
人として科学者として範を示し，成すべき事を実践・実証した人々がいます。

遺伝子や生物化学分野
の研究を通じて生物資
源を経済的に利用する
ことを目指し，企業や
研究機関と提携を進め
ている
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ブループラネット賞 受賞者記念講演会

地域住民や子供の意識
向上のためテーマパー
クを併設し自然に触れ
て学ぶ機会を提供して
いる

地域住民や子供の意識
向上のためテーマパー

得，現在はペンシ

全生物学を教えて
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11 月 13 日に東京・国際連合大学ウ・タント国際会議場において，受賞者の記念講演会が 200 名を超える方々が参加して
開催されました。
第 1部ではデイリー教授が『“自然を顧ることなく人と物に偏重する経済学”を考える』の演題で講演され，その後　幸

せ経済社会研究所の枝廣淳子氏のコーディネートで，会場と
の質疑応答が行われました。

第 2部ではコスタリカ生物多様性研究所代表のロドリゴ・
ガメス・ロボ博士が『生物多様性の価値についての社会認識を
いかに向上させるか：コスタリカ生物多様性研究所の実績』，
そしてジャンゼン教授が『環境に優しい生物多様性の開発を
通じた熱帯原生林の保全：コスタリカの事例』の演題で講演
され，続いて，九州大学大学院 矢原徹一教授のコーディネー
トで，会場との質疑応答が行われました。

枝廣淳子氏

コーディネーターの巧みな対話と進行
によって，会場の参加者からも多くの質
問が寄せられ，中身の濃い活発な質疑応
答が展開されました。受賞者の方々の業
績に対する理解が深まると共に，私たち
が地球環境問題解決に向け取り組むにあ
たっての行動の指針を学ぶ貴重な機会と
なり，充実した 3時間となりました。な
お，当日の配布資料および講演の模様は，
当財団ホームページからご覧いただけま
す。

矢原徹一教授

コスタリカの豊か
な生物多様性を守る
私たちの自主的な取
り組みを認めていた
だき，この由緒ある
ブループラネット賞
を頂くことは大変な
名誉であり，その重
要性を私たちは十分
に理解しています。
この地球規模の環
境問題への対策を追
求され，過去にこの賞を受賞されている著名な専門家やリーダー
の方々の中に加えていただき，しかもD・H・ジャンゼン教授と
の受賞ということで大変光栄に存じます。ジャンゼン教授は熱
帯生態学および環境保全の世界的権威であり，INBio と互恵的
に活動されてきました。
コスタリカ生物多様性研究所がその組織的取り組みで達成で
きたのは，コスタリカ政府からの後押し，多くの国にまたがる国
際開発機関の支援，科学者集団の協力，そして生物多様性の価
値に対する社会的認識向上という目的への INBio 協力者の弛ま
ざる取り組みです。
ブループラネット賞の受賞は，人類と生物界との調和的関係
をさらに追求するうえでの新たなインスピレーションとモチベー
ションの源になりました。

世界の生物多様性の 2.6%を占め
るグアナカステ保全地域（ACG）に
住んでいる生物は，私を含め皆が，
私とINBio のブループラネット賞受
賞の報に喜び，栄誉を感じています。
この栄誉はまさしく，何十億という
動物とともに歩み，それぞれが自分
の役割を果たしながら，人間を生み
出した自然の一部分を守ってきた何
千人ものホモサピエンス，すなわち
コスタリカ国内外の人々へのもので

す。かつて旭硝子財団はその先見性から，人間が消費によっ
て自らのすみかを変質させてしまう傾向からの脱却の試みを
支援し始めました。これは素晴らしく，また英明な業績です。
私たちには，世界が生物学への知識を深める手助けができ
ます。これまでに壊してしまった自然の中には，私たちの手
助けでまだまだ修復可能なものがあります。しかし，生物の
知識なしでは，自然は単なる緑色のおそろしい塊であり，全
人類との平和的共存の望みはありません。私たち INBioとグ
アナカステ保全地域の人々の，人類との非破壊的パートナー
シップに向けて野生地保全の扉を開けようとする何十年にも
およぶ努力を認めていただき幸せです。この自然世界をじか
に理解することでのみ，社会はこれを家族，村，国家の中に
受け入れることができます。

今回，旭硝子財団からブループ
ラネット賞という大きな賞をいただ
き，光栄に感じるとともに恐縮して
おります。旭硝子財団が，我々の地
球を守りより良くする取り組みに向
けて他者を励ましサポートすること
は，まさしく寛容さと奉仕の模範と
いえます。誰かが寛容な扱いを受
ければ，その人も他者を同様に扱お
うと考えるようになります。そのよ
うな機会を与えて下さり，感謝しま
す。さらに，尊敬する素晴らしい受

賞者の方々の中に私を加えていただき感謝しています。
今回の受賞は私だけではなく，過剰成長や浪費による破壊からの
地球の保護・保全を目指して多大な努力をしている数多くの友人や
仲間にとって，とりわけ，国際エコロジー経済学会の仲間たちの励
みになります。もし私が今回の受賞にふさわしいことを成し遂げた
とするならば，それは最高の先生方と最高の生徒たちを，世代を越
えてつなげる役割を果たした点にあると考えます。この賞によって，
その絆がますます強くなることを切に望みます。

ダニエル・H・ジャンゼン教授とコスタリカ生物多様性研究所 (INBio)ハーマン・デイリー教授受
賞
の
辞
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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